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1は じめ に

北 海 道 東 部 知 床 半 島 の 脊 梁 部 には 、 知 床 沼(標

高955m)、 ラ ウ ス 湖(標 高740m)、 知 床 五 湖

(標 高250m)な どが あ り、 こ れ らの 湖 を 中 心 に

さ ま ざ ま な 湖 沼 、 湿 原 が 点 在 して い る。

これ ら湖 沼 は 、 第 四 紀 火 山活 動 に よ る 溶岩 流 の

流動 ない し、 噴 出 物 に よ るせ き止 め や 凹 地 に 形 成

さ れ た も の で あ る。 こ の ほ か 、 地 す べ り性 凹 地 に

形 成 され る例 もあ る(五 十 嵐 ・高 橋1985、 勝 井 ・

五 十 嵐 他1985)。

今 回 調 査 した ラ ウス 湖(北 緯44.01'30"、 東 経

145.05')は 、天 頂 山(1,046m)、 知 西 別 岳(1 ,317m)

に 囲 ま れ た 広 さ0.4k㎡ の 湖 で(図1)、 北 東 岸 に

は ピ ー ト質 堆 積 物 が 認 め られ る 。 筆 者 らは 、 こ の

ピ ー ト層 の 花 粉 分 析 を手 が か り に湖 周 辺 の ロー カ

ル な環 境 復 元 を行 う 目的 で 本 研 究 を計 画 した 。

植 生 変 遷 の 考 察 は花 粉 分 析 法 に よ っ たが 、 そ の

一 つ は
、 従 来 どお り木 本 花 粉 の 消 長 に基 づ く植 生

図一1調 査位置図

変遷 と、 もう一つは、草本花粉 ・シダ植物胞子等

の挙動 に注 目した湿原植生の ミクロな植物(群 落)

変遷の追跡を試みた。さらに、ボーリング試料の

みでな く現世の表層堆積物の花粉分析 も行い考察

に資 した。

皿 堆 積 物

ラ ウ ス 湖 の 北 東 湖 岸 で ボ ー リ ン グ を行 っ た(図

1)。 層 相 は 柱 状 図 に 示 した(図2)。14C年 代 測

定 は 行 わ な か った が 、 勝 井 ・五 十 嵐 他(1985)に

よれ ば 最 下 層 で約2500～3000年 前 で あ る 。

図 一2ボ ー リ ング地点 地質柱状 図
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図 一3 木本花粉ダイァグラム
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ナガボノシロワレモコウ ツルコケモモ

ムラサキミズゴケ
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ウメバチソウ
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図 一…4 表層堆積物から見た花粉出現状況
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皿 花 粉 分 析 法 と分 析 結 果

ボ ー リ ン グ試 料55点 、表 層 堆 積 物10点 を処 理 し

た。 処 理 は、KOH-ZnCl。 一HF一 ア セ ト リシ ス 法

を用 い 、 同 プ レパ ラ ー トで 木 本 花 粉 粒500以 上 、

草 本 花 粉 、 シ ダ植 物 胞 子 粒200以 上 に な る まで 数

え 、 木 本 花 粉 と草 本花 粉 、 シ ダ植 物 胞 子 粒 各 々 の

総 数 を基 数 と し、各 々 で 出現 率 を算 定 した 。

ボ ー リ ン グ 試 料 の分 析 結 果 で は(図3)B伽Zα

が40～50%を 占 め 、Q%676π3が20～30%、.41π π3,

P勿 πs,、4伽∫が10%前 後 を 占 め ほ と ん ど こ れ ら5

属 の 花 粉 の 消 長 で 表 わす こ とが で き、 そ の 構成 は

単 純 で あ る。

と こ ろ で 、 この うち広 葉 樹 花 粉 の 占め る割 合 が

70～80%を 超 え、 変 化 もほ とん ど見 ら れ な い こ と

か ら ダ ケ カ ンバ をパ イ オニ ア林 とす る林 相 が 継 続

して い る と言 え る(最 上 部 で 、Q粥 プ伽5の 減 少 、

、41朋s、 乃 肱3、.4伽 ∫、P初 αの増 加 な ど多 少 の 変

化 は見 られ る)。

表 層 堆 積 物 を見 て も(図4)トb10地 点 以 外 は ほ

ぼ 同 様 の 結 果 を 示 して お り現 在 も継 続 して い る こ

とが うか が え る 。

草 本 花 粉 、 シ ダ植 物 胞 子 の 消 長 を 見 る と ボ ー リ

ング 試 料(図5)で は 、最 下 部 で 〃zoη016≠θ一左膨 な

ど シ ダ植 物 胞 子 が 圧 倒 的優 位 を 占 め るが 、 上 部 へ

向 うに つ れGramineae→Cyperaceae→Equisetaceae

→ 五y∫ゴ6屠'oπ→Umbelliferae→Sα πgπ誌07∂α・→Gra

mineaeと い う変 化 が 見 られ る。表 層 堆 積 物 を見 る

と(図4)、 開水 面Nα1地 点 で は 、Lycopodiaceae,

初oπ01漉 一1ヒ膨,'〃 伽 一左ゆ6,Equisetaceae,Gramineae

が 多 く、トb.2地 点 に 向 うに つ れCyperaceae,Sα ηg一

π∫soア∂α,Rosaceae(Potentilla),、 砂sガc砺如ηが 増 え る。

比 較 的乾 燥 したNQ3地 点 で は 、Cyperaceaeが 優 占

比 る が 、NQ4地 点 でUmbelliferae,・4プ'6〃z麟 αも増

加 す る。Nα5地 点 で は 、Lycopodiaceaが 激 増 す る

が 検 鏡 中 胞 子 の うが 見 つ か っ て お り、 これ が 出現

率 を左 右 して い る こ とが わ か っ た。NQ7地 点 も同

様 で あ る。 こ の こ とを 考 慮 しな が ら見 る とUmbe-

lliferae,Rosaceae(Geum)が 増 加 して い る 。Nα

6地 点 もNα4地 点 と同様 で あ る 。Nα7地 点 もNα5

地 点 同様 考 慮 して 考 え る な らば 、中 で はCoφ 溶 が

増 加 して い る。Nσ8地 点 で は 、Coヵ'∫∫,.47'6〃2麟 α

の 増 加 が 見 ら れ 、Nα9地 点 で は 、!4漉 窺 麟α が 増

加 す る が 、ほ ぼNo4地 点 以 降Cyperaceaeを 優 占

種 とす る傾 向 は 変 ら な い 。NQ10地 点 は 、 前 出 のNQ

3地 点 同 様 多 少 乾 燥 した 所 で あ る が 、 小 さ な 溝 の

近 辺 で あ り、 か な り局 地 的 要 素 を 含 んで い る よ う
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図一5草 本花粉、シダ植物胞子 ダイヤグラム
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に思 わ れ る 。 こ こ で はGramineaeが 圧 倒 的 優 位 を

占 め 、 続 い てGyperaceaeが くる 。

】V植 生変遷

a森 林植生

北海道の亜高山帯 を代表する樹木 として、ダケ

カンバ、ハイマツ、 トドマツ、エゾマツ、アカエ

ゾマツ、 ミヤマハンノキなどがあげられるが、そ

の中でもダケカンバはパイオニア林 として溶岩流

分布地などにまず入 り生育 し、かつ成長 も早い。

そして、針葉樹 に移化 してい くものも多い。

しか し、ラウス湖のボーリング試料や表層堆積

物の分析結果 を見ると、堆積の始まった頃から現

在に至るまでダケカンバは圧倒的優 占樹種 として

繁茂 している。細か く変化 している時期を強いて

みれば、ボーリング試料の地表下約30cmよ り上部

へQ鰐7cπ ∫が減少 し、、4伽∫,.P伽s,.4∂ゴ6s,」P卿αが

多少増加 している程度である。この理由としては

、41肱∫(ミヤマハ ンノキ)が 沢沿いに、1P勿鰯(ハ

イマツ)は 土壌が より乾燥 した所にモザ イク状に

、4伽5(ト ドマッ)も 乾燥 した所に、P惣 α(ア カ

エゾマツ)は 乾燥～湿原内に拡大 したためであろ

う。

ところで、分析結果のB伽1α(ダ ケカンバ)の

優位が続いている理由としてまず一つには、標高

700mを 超える亜高山帯に位置していること、ピー

トの形成により滞水(保 水)が 十分 になされたた

め非常に湿地性 を帯び、乾燥域に入 り込むはずの

針葉樹等の樹木の拡大 を防いだこと。それに加え

て、成長速度が早 く、生命力(寿 命)の 強いこと

もあげ られる(高 橋1985)。 実際に現生のダケカ

ンバ とハイマツ、 トドマツ、エゾマツ、アカエゾ

マツ、 ミヤマハ ンノキ林を見ても湿性過多の沢部

など水分供給が多い所には必ずダケカンバや ミヤ

マハ ンノキが占め、多少乾燥 した尾根部や水はけ

透水層の発達が良好なところにはハイマツ、エゾ

マッが生え、貧栄養土壌で幾分環境条件が悪いと

ころには トドマツが生育 し、多少の湿地などでも

生育するのがアカエゾマツなどである。

表層堆積物は10地 点 しか採取 していないので全

体の傾向を把握することはで きないが、二つの点

に注目した。その一つは、周辺の樹木等によって

出現する構成要素に違いが見 られることである。

例 えば、NQ10地 点へ向うにつれ現生林ではハイマ

ッ林に接近しているからハイマッ花粉が増加する。

そのことは、周辺にその樹木があるか ら高出現を

示 す と も言 え る 。 も う一 つ は 、優 占種 は全 般 に 高

い 出 現 傾 向 を 示 す 。 例 え ば 、 ダ ケ カ ンバ が 全 地 点

で 高 率 で あ る の に対 し、 周 辺 に生 育 して い る ハ イ

マ ツ、 ト ドマ ツ、 ア カ エ ゾマ ッ は安 定 した 産 出 状

況 を示 さ な い 。 しか し、 沢 部 に発 達 して い る ミヤ

マ ハ ン ノ キ は 安 定 して い る。 こ の 違 い が 何 に よ る

もの な の か は 今 後 の課 題 と した い 。

a帯(148～100cm)B6'π1α 一Q勿 θ7侃s-P勿 π∫

一/11ππ∫一 ノ1∂∫θ∫

b帯(100～28cm)B6'%1α 一Q%67伽s一41朋s

一 」P勿πs一ノ1配6s

c帯(28～Ocm)Bθ'π1α 一Q%67cπs一 ・41鰍∫

一P吻%s-P宛 θα

a～C帯 を比 べ る と、a帯 の 頃 にB伽1α,Q鋸 処

伽sな ど の他 に針 葉 樹 のP勿 螂,.4伽sが か な り繁

茂 して い るが 、b帯 に入 り針 葉 樹 は 減 少 す る。

こ れ は気 候 変 化 を想 定 して み る と多 少 の 温 暖 化 に

よ る影 響 と も見 られ るが 、 別 な見 方 を す る とa帯

で はB6'厩 αが 増 加 促 進 期 で あ り、周 辺 に残 存 して

い たP勿 鰐 な どが か な り影 響 を 及 ぼ して い た が 、

B伽 如 の 増 加 、安 定 に伴 っ てjp勿 鋸,.4伽 ∫な ど

の 出 現 率 が 低 め られ た と も考 え られ る 。

同 様 にb帯 ～c帯 へ の 変 化 は 、前 の 変 化 よ り顕

著 でQ麗 プ伽 ∫の 減 少 、.41ηπ∫,P勿 π∫,.4∂ガ6s,1Dガε6α

の 増 加 が 見 うけ られ寒 冷 化 と も考 え ら れ る が 、 植

生 変 化 か ら見 た な らば 針 葉 樹 や.41肱 ∫(ミ ヤ マ ハ

ン ノ キ)の 拡 大 と も考 え ら れ る 。

b湿 原 植 生

知 床 半 島 に は大 小 さ ま ざ まな 湖 沼 、 湿 原 が あ る

が そ の 中 の 植 物 群 落 は か な り複 雑 なパ ター ン を し

て い る 。 この よ うな 土 壌 、 日照 量 、 水 量 、 地 形 な

ど の環 境 要 因 で 変 化 す る 湿 原 植 生(植 物 群 落)は

か な り局 地 的 で は あ るが 、 これ ら の現 生 植 物 群 落

調 査 結 果 とそ の 近 辺 の 表 層 に 堆 積 す る 花 粉 、 シ ダ

植 物 胞 子 等 の 出 現 度 合 と を検 討 す る こ と に よ り湿

原 生 変 遷 パ ター ン を知 る 手 が か り とな る。

今 回 は 、鮫 島 、 清 水 他(1981)の ラ ウ ス 湖北 東

岸 湿 原 調 査 区 にの っ とっ た 形 で表 層 堆 積 物 を10ヶ

所 で 採 取 した(図6)。

Nα1地 点 で は 、FernSpore,Equisetaceae,Gra-

mineaeが 高 出現 を 示 す の と同 様 に、清 水 らの4地

点 目で も ミズ ドク サ や 蘇 苔 類 が 多 く、NQ3～9(Nα

5.7は 除 く)地 点 で はCyperaceaeが 多 い の と

同様 清 水 らの 調 査 地 点 で もス ゲ 類 、 ミズ ゴ ケ類 が

高 い被 度 を示 して い る。 つ ま り、 表 層 堆 積 物 中 の

草 本 花 粉 、 シ ダ植 物 胞 子 の 出 現 傾 向 と植 生 調 査 に

一32一



▲鮫島 ・清水他(1981)の 調査地点

●松田 ・前田(1983)の 調査地点
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図 一6 ラウス湖表層堆積物採取調査地点、

よる被度との関係 にはある程度正の相関性がある

といえる。また、これ らの関係より優 占種を決定

する指標の一つにな り得る可能性 もある。ただし、

トb.5.7地 点、に示されているように一種類の花粉、

胞子の影響で大 きく変化するということも考え合

わせねばなるまい。

148～135cm

135～120cm

120～ll5cm

115～103cm

103～92cm

92～82cm

82～5cm

駕oπoZ666一 砲ρ6激 減 、Gramineae

激 増

Cyperaceae,Compositae,S伽9π ゴー

so7ろo,、4〃 π規 増 加 、Gramineae

減 少

吻oπoZ6渉6一之ゆ6増 加 、Gramineae,

Cyperaceae減 少

Cyperaceae増 加 、Gramineae112、

106cmで 増 加 す る が 減 少 傾 向 、51α 一

πg厩507ろ α 増 減 繰 返 す 吻0ηoZθ 彪

左膨 減 少

Soηgz4ε07ろ6z,Cyperaceae土 曽力口〃zo一

η016'6-1妙6102cmで 一 時 増 加 す る

が 減 少 傾 向 、Gramineae減 少

Cyperaceae82cmで ピ ー ク を 向 え

る 増 加 傾 向

連 続 変 化 を 示 す

Equisetaceae→1)o如 〃209αo刀 →

〃ゴ醜 一たゆ6→Umbelliferae→ 乙夕一

εガ6,ゴ々!oη,otherliliaceae→Po云 乙z一

〃2096'o%→ ・幅6ηツαη功6ε →Equi-

setaceae,乙 二y∫ガ6乃産oη,otherlilia-

ceae→Gramineae→1∫o吻,ノ レー

渉θ〃zゴ∫ゴα,。 乙二y∫ゴ〃zα6乃 勿 →Cyperac-

eae,otherliliaceae→ 、乙夕∫ガc乃πoπ

→ .乙=y∫ゴ〃ZαC乃 ガα→ 五ツ∫ガC乃髭0π,Sα π一

gz4so7ろ α →Cyperaceae,Equis-

etaceae→Umbelliferae,五 ツ∫珈o-

c加 α→ 〃zoη01θ 渉θ一な吻,乙 ッs勿 　αc伽,

ノ1プ'〔～〃ZガSガα→Sα π9π ガSO7・ろα,/17'≠ ε〃Z一

∫sガα,五 ツs競 αc勉 α,Compositae,Co一

μ ガ∫→Umbelliferae,Sα η9厩so7δ α,

飾 規670cα 〃 ∫,Compositae→Sα 一

η9厩 ∫07わ α,Compositae→Gram-

ineae,Sα π9協 ∫oプろα,Compositae

以 上 の こ と に基 づ い て 湿 原(群 落)植 生 変 遷 を

考 察 す る と、湿 原 が 形 成 さ れ は じめ た 頃 は 〃　侃o-

16'6力ψ6(シ ダ類)、Gramineae(ク マ イザ サ 、チ シマ

ザ サ 、イ ワ ノ ガ リヤ ス)、Lycopodiaceae(ヒ カゲ ノ

カ ズ ラ 、 ス ギ カ ズ ラ)、 〃〃6'6遁ゆ6(イ ボ ミズ ゴ ケ

等 ミズ ゴ ケ 類 と シ ダ類)、R6甥o厩 磁(オ オ イ タ ド

リ)な ど の 草 原 が 広 が って お り、 多 少 荒 廃 地 的 環

境 で あ っ た が 、Gramineaeな どの 乾 燥 、荒 地 に 生

え る植 物 が 分 布 域 を拡 大 す る と と も にCyperac-

eae(ス ゲ類)も 増 加 した 。 そ れ に伴 いSα ηg嬬o-

7ろα(ナ ガ ボ ノ シ ロ ワ レモ コ ウ 、 タ カ ネ トウ ウチ ソ

ウ)、Compositae(キ ク科)、.4〃 π〃z(ギ ョウ ジ ャニ

ンニ ク)、 〃2〃　670cα〃∫(エ ゾ ゼ ンテ イ カ)も 分 布

を広 げ た 。

しか し、82cmを 境 に してEquisetaceae(ミ ズ ド

ク サ)、」PO如鯛og6'0η(エ ゾ ヒ ル ム シ ロ)、ル勧 ッσ雇か

65(ミ ツ ガ シ ワ)、乙.y舘6加如η(ミ ズバ シ ョウ)、o漉6〆
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liliaceae(y2zα 伽 〃2一之膨)(バ イ ケ イ ソ ウ?)が

増 加 し、 水 量 増 加(湖 の拡 大?)が 想 定 され 、大

き な変 化 が 起 こ っ た こ とが うか が え る 。 そ の 後 、

65cm付 近 で ま たGramineae,μ03孟o(タ チ ギ ボ ウ シ)

→Cyperaceaeノ レ'6z脇 毎(ヨ モ ギ類)五 ツ∫伽 α漉 勿

(ヤ ナ ギ トラ ノ オ)群 落 変 遷 が 見 られ る の だ が 、上

部 へ 向 う につ れ 、再 びotherliliaceae(レ2zα 〃π〃z一

ちφ6),1Lッ∫ガo〃!o%,Equisetaceaeと 変 化 す る。20cm

で は 、ス ゲ群 落 にUmbelliferae(シ ラ ネニ ンジ ン

等 セ リ科),S伽g諮07∂ α,、47勧 お 伽,五 ッ∫伽 α罐 勿,

Compositae,Coρ 漉(ミ ッバ オ ウ レ ン)が 広 が り現

在 の ラ ウス 湖 周 辺 湿 原 の基 本 群 落 が 形 成 さ れ は じ

め た と考 え られ る 。 そ の後 、Gramineae(特 に サ

サ 類)の 増 加 が 見 ら れ ラ ウ ス 湖 湿 原 周 辺 の 乾 燥 化

が 見 られ る。

と こ ろで 、 この20cmの 層 準 で 水 生 、 湿 地 性 植 物

群 → 高 層 湿 原 性 植 物 群→ 乾 燥 地 性 植 物 群 と 明 瞭 に

変 化 す る原 因 に は ラ ウ ス 湖 の 水 量 の拡 大 、 縮 少 が

関与 して い る もの と考 え られ る。 しか し、 堆 積 物

の粒 度 分 析 、珪 藻 分 析 等 を行 っ て い な い た め堆 測

の域 を 出 な い 。

湖 水 量 の 増 加 に伴 い ラ ウス 湖 か ら流 れ て い た 川

(沢 部)が 拡 大 し流 出 量 も多 くな っ た が 、 周 辺 の

知 西 別 岳 、 天 頂 山 の水 量 で は ラ ウ ス 湖 の 水 量 流 出

を 補 えず 、現 在 の 湖 水 面 まで ラ ウ ス 湖 が 縮 小 し安

定 した の で は な い だ ろ うか 。 ま た そ の 時 の水 量 の

増 減 す る動 きの 中 で 泥 炭 層 が 浸 食 さ れ 現 在 の 湖 岸

が で きた の で は な い だ ろ うか 。 さ ら に推 察 を加 え

れ ば 、 今 後Gramineae(サ サ 類)な どの 乾 燥 地 に

進 出 して くる 植 物 群 に 被 わ れ る よ う に な る が 、 水

量 が 極 端 に 減 少 しな い か ぎ り泥炭 層 の 保 水 力 が 強

い た め 現 在 と ほ ぼ 同 じ様 相 を保 つ で あ ろ う。

Vま とめ

勝井 ・五十嵐 ら(1985)に よる年代予想 によれ

ば、最下部層準で約2,500～3,000年 前であ り少な

くともこの年代以降はダケカンバなどの広葉樹を

中心樹種 とした森林植生は大 きく変化 していない

(ラウス湖周辺)と 言える。ただ し、花粉帯のC

帯ではラウス湖周辺の沢部、湿地部、尾根部など

の若干乾燥 した部分で樹種の耐性(耐 風・耐寒性)

に沿って森林が変化 してお り、現在へ と進行 して

いる。

湿原植生の変化についても現在の植物群の花粉

散布による分析結果からボーリング試料などを比

較できるとい うことがわかった。ただし、基本的

に は 優 占種 の み の 変 遷 傾 向 で あ り、 細 分 化 す る ほ

どの 変 化 に つ い て は まだ 地 点 が 少 な く定 性 的 考 察

の 域 を 出 な い 。

今 回 の分 析 結 果 に よる と、 ラ ウス 湖 の水 量 変 化

に 伴 い 植 物 群 落 が 変 遷 して き た可 能 性 を考 察 して

み た 。 は じめ は 、 荒 廃 地 的 環 境 で 蘇 苔 類 が 占め て

い た が 、そ の 後Gramineaeが 乾 燥 地 へ と拡 大 す る 。

徐 々 に ラ ウ ス 湖 水 量 の増 加 に あ い ま っ てCypera-

ceae→Equisetaceae,M6矧 α窺加 ∫な ど と変 化 し、

Cyperaceaeや 蘇 苔 類 をベ ー ス に 水 分 を多 く含 ん

だ 部 分 で は 、Umbelliferae,S碑g諮07∂ α,∬θ〃　670-

cα1傭,Coρ 漉 な どが 、若 干 乾 燥 部 分 で は 、Gramin-

eae,Compositaeな どが 広 が り現 在 に至 っ て い る

の で は な か ろ うか 。
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